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１．事業概要

事業評価単位 九州横断自動車道長崎大分線※（長崎芒塚IC 長崎多良見IC）※道路名 長崎自動車道 （通称 長崎道）
ながさ き すすきづか なが さき た ら み

事業評価単位： 九州横断自動車道長崎大分線※（長崎芒塚IC～長崎多良見IC）

区 間： 長崎県長崎市芒塚町から長崎県長崎市中里町まで

延 長： ８．３ｋｍ

※道路名：長崎自動車道 （通称 長崎道）

ながさきけん ながさ き し すすきづかまち ながさきけん ながさ き し なかざとまち

規 格： 暫定：１種３級 完成：１種３級

設計速度： 暫定：８０ｋｍ／ｈ 完成：８０ｋｍ／ｈ

車 線 数： 暫定：２車線 完成：４車線

九州の高規格幹線道路網

事 業 費： 暫定：４７５億円 完成：７７６億円

長
崎

市

終
点

：
大

分
市

起
点

：
長

評価対象区間
（長崎芒塚～長崎多良見）

４車線化 L 8 3k

（評価対象区間）

４車線化 L=8.3km
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２．事業の経緯及び進捗状況（長崎IC～長崎多良見IC）
■事業の経緯 ■進捗状況（４車線化） ※平成２７年度見込み■事業の経緯

事業進捗率 １６％ （事業費ベース）
用地取得率 １００％ （面積ベース）
工事着手率 １００％ （延長ベース）

■進捗状況（４車線化） ※平成２７年度見込み

整備計画 （長崎～長崎多良見；暫定） 平成 ３年１２月
施行命令 （長崎～長崎多良見；暫定） 平成 ５年１１月
実施計画認可（長崎～長崎多良見；暫定） 平成 ５年１２月
開通 （長崎～長崎多良見；暫定） 平成１６年 ３月
整備計画変更（長崎 長崎多良見 完成） 平成２１年 ５月

【現在の状況】
現在、順次工事を実施しており、平成２７年度内に全面工事着手予定。

整備計画変更（長崎～長崎多良見；完成） 平成２１年 ５月
事業許可 （長崎～長崎多良見；完成） 平成２１年 ８月
事業執行停止（長崎～長崎多良見；完成） 平成２１年１０月
整備計画変更（長崎芒塚～長崎多良見；完成） 平成２４年 ４月
事業許可 （長崎芒塚～長崎多良見；完成） 平成２４年 ４月
開通予定 （長崎芒塚 長崎多良見 完成） 平成３０年度

※1

※2

開通予定 （長崎芒塚～長崎多良見；完成） 平成３０年度

※1 合併施行方式による４車線化の整備計画変更。
※2 長崎芒塚～長崎多良見の施行方式の変更（合併施行方式→NEXCO西日本単独施行方式）のため

の整備計画変更。

年度
平成２９年平成２６年 平成３０年平成２８年平成２１年 平成２４年平成２２年 平成２７年平成２５年平成２３年

長
崎

４
車

調 査 ・ 設 計

崎
芒
塚
～
長

調査・
設計

平
成

線
化
完
成

工 事

長
崎
多
良
見

成
３０
年
度

予
定

前々回評価実施 今回評価実施

3（第４回国幹会議）

前回評価実施



３．事業を取り巻く情勢及び必要性（構成）

大項目 小項目 NO

ネットワーク
の充実

交通状況 ①

事故状況 ②事故状況 ②

安全・安心
リダンダンシー機能の強化 ③

安全 安心
救急医療活動の支援 ④

高速バスの利便性向上 ⑤

地域活性化

高速バスの利便性向上 ⑤

地域産業の活性化 ⑥
地域活性化

地域観光の活性化 ⑦

ネットワークの強化 ⑧ネットワ クの強化 ⑧
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３－① 交通状況

○ 長崎道（長崎芒塚IC～長崎多良見IC）の交通量は、休日特別割引（上限１,０００円）が実施されてい
た平成２２年度と比較しても「約１．２倍」と堅調に増加。

○ 評価対象区間に隣接する長崎ＩＣ～長崎芒塚ＩＣでも交通量は増加しており、平成２６年度の日平均交
通量は１２千台／日。

○ 長崎バイパスで無料化社会実験（H22.6～H23.6）が行われた期間でも、長崎道の交通量に大きな減少は
見られなかった。（無料化社会実験中における長崎芒塚IC～長崎多良見の交通量IC：約１２千台／日）

■ 長崎IC～長崎多良見IC間の交通量の推移

長崎バイパス
20

長崎芒塚IC～長崎多良見IC 長崎IC～長崎芒塚IC
（千台/日）

休日特別割引

５割引（上限千円） ５割引 ３割引
無料化社会実験区間

（H22.6～H23.6）

15

14

５割引（上限千円） ５割引 ３割引

無料化社会実験（長崎バイパス）

H21.3～H23.6 H23.6～H26.6 H26.7～

H22.6～H23.6
約1.2倍

10 12 12
14

10 10

13
1111

14

12
14

12

0

5

5

0
Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26H21年度 H22年度 H23年度 H25年度H24年度 H26年度

（出典：NEXCO調べ）



２）舞鶴若狭道（福知山～小浜間）の交通状況

○ 暫定 車線 間 は 車線 間 比べ交通事故が発生 た場合 通行止めとなる割合が高く

３－② 事故状況

○ 暫定２車線区間では、４車線区間に比べ交通事故が発生した場合に通行止めとなる割合が高く、
長崎道では上下線または片方向通行止めとなる割合が４車線区間の約５倍。

○ ４車線化することにより、安全性の更なる向上・道路の機能強化が図れるとともに、突発的な通行
止めが減少すると期待される。止めが減少すると期待される。

■ 交通事故による通行止め状況

間 m

5.0%

≪交通事故発生時に通行止めとなる割合（１事故あたり）≫ 

４
車

線
区

L
=
3
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k
m

区
間 m道

L
=
4
1
k
m

東そのぎ

2.0%

3.0%

4.0%

約５倍

3 2％

２
車

線
区

L
=
1
1
k
m

長
崎

道

長崎

長崎芒塚

長崎多良見
0.0%

1.0%

4車線区間 2車線区間

片方向通行止め 上下線通行止め

0.7％

3.2％

発 生 日） 平成２２年２月２０日

片方向通行止め 上下線通行止め

（ 参 考 ）

≪事故事例≫ ≪九州支社管内の総事故率≫≪長崎道※の死傷事故率≫

出典 ： ＮＥＸＣＯ西日本調べ（集計対象：H22～H26 総事故）

発 生 日） 平成２２年２月２０日
発生場所 ） 長崎自動車道（長崎芒塚～長崎多良見）
通行止め ） 延べ３時間２０分 （長崎芒塚～長崎多良見 上下線）
事故概要 ） 下り線で追突事故が発生し,その追突された車両が対向車線を

走行していた車両と衝突したもの。

25.12

28.88

10 0

15.0 

20.0 

25.0 

30.0 

（件/億台キロ）

3.78 
4.0 

6.0 

8.0 

10.0 
（件/億台キロ）

長崎芒塚IC 長崎多良見IC

6
出典 ： ＮＥＸＣＯ西日本調べ（H22～H26）出典 ： ＮＥＸＣＯ西日本調べ（H22～H26）

※ 長崎県内（長崎IC～東そのぎIC）

0.0 

5.0 

10.0 

４車線区間 ２車線区間

1.54 

0.0 

2.0 

４車線区間 ２車線区間

上り線

下り線

路肩

路肩

渋滞中

第3当

第1当第2当



３－③ リダンダンシー機能の強化①

○ 長崎県は、地理的・地形的な要因から災害発生の危険性が高い地域である。

○ 長崎道は、長崎県防災計画で第一次緊急輸送道路に指定されており、国道３４号等の代替路とし
ての役割も担っていることから、４車線化による更なる信頼性の向上が期待される。

・ 本県は地理的・地形的要因から災害発生の危険性が高い地域である。
・ 日本でも有数の台風常襲地帯であり、毎年のように大型台風とこれに伴う豪雨に見舞われる。

■ 長崎県の道づくり基本方針（災害リスクの高まり）抜粋

長崎芒塚地区の災害状況（S57.7）

本 有数 台風常襲 帯 あり、毎年 う 大 台風 伴う豪雨 見舞わ 。
・ 県内には、１６，２３１箇所の土砂災害危険箇所が存在（単位面積当たり箇所数は全都道府県で最多）。
・ 平成１８年～平成２５年の間に１６９件のがけ崩れが発生（全国で９番目）

≪豪雨による災害事例≫

※箇所数等の数値については長崎県ヒアリング

Ｒ３４
災害により国道３４号
線が通行止めとなっ
た。

長崎道完成後の現在の状況 現在は、長崎道

旧Ｒ３４

が整備（暫定２車
線）され代替路が
確保されている。

４車線化による
更なる機能強化に
期待している。

7出典：7.23長崎大水害の記録（長崎県）

旧Ｒ３４

長崎大水害芒塚地区

期待している。

長崎県
道路建設課



３－③ リダンダンシー機能の強化②

○ 災害発生時 お 暫定 車線 間は 車線 間と比較 た場合 長期通行止めとなる 能○ 災害発生時において、暫定２車線区間は４車線区間と比較した場合、長期通行止めとなる可能
性が高い。

○ ４車線化により、復旧作業の施工ヤードを確保しつつ車線を確保することも可能となり、迅速な交
通の確保が期待される。

・ 復旧作業に必要な空間を確保しつつ車線の確保も可能であり、
空間を有効に活用できる。

・ 災害が発生した場合、復旧作業を行う空間的余裕が少なく長
期通行止めを実施する可能性が高い。

■暫定２車線の場合 ■４車線の場合

通の確保が期待される。

崩落 崩落

通行止

復旧作業に必要
な空間を確保

崩落 崩落

⾄ 宮崎市 ⾄ 熊本県

◆事例紹介◆ 宮崎⾃動⾞道（H19年災害）
災害の状況 対面通行運用の状況

災害発⽣箇所

⾄ 宮崎市災害 状況 対面通行運用の状況

災害発⽣直後の状況【本線通⾏⽌め】 対⾯通⾏実施により通⾏⽌めを早期解除

⾄ 熊本県
⾄ 宮崎市

災害発⽣箇所
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３－④ 救急医療活動の支援

○ 長崎市消防局では、長崎市内の二次救急医療施設等から長崎医療センター（三次救急医療施設）
へ搬送する場合、高速道路を利用している。

○ 長崎市南部から搬送する場合には長崎道を利用する場合もあり、4車線化による定時性の更なる
向上 道路 機能強化が期待される向上・道路の機能強化が期待される。

■ 長崎市内から長崎医療センターへの搬送ルート図

・長崎県内の救急搬送において ２次救急医療施設からの要

■ 長崎市消防局の声

大村市

長崎医療センター
（三次医療施設）

長崎県内の救急搬送において、 ２次救急医療施設からの要

請や医療施設以外の現場から３次救急医療施設へ救急搬
送する場合があり、長崎医療センターへ救急搬送する場合
は、高速道路を利用しています。

・暫定2車線の場合、事故等により通行止めとなる可能性が高い

緊急開口部

長崎BPルート

（三次医療施設） 暫定 車線 場合、事故等により通行 め なる可能性が高い
ため、４車線化によって救急搬送時のリスク回避に期待していま
す。

・高速道路は一般道に比べ振動が少なく、患者に与える負担
も少ないと考えています。

諫早市

長与町

時津町

■長崎道（長崎IC～長崎多良見IC間）を利用しての
搬送実績（件）

長崎道ルート

長崎市消防局

長崎市

H24年度 H25年度 H26年度

長崎道ルート 44 35 45

搬送実績（件）

二次救急医療施設（長崎BP経由）

9

（長崎市消防局ヒアリング）

長崎道ル ト
二次救急医療施設（長崎道経由）

三次救急医療施設（長崎市）



３－⑤ 高速バスの利便性向上

○ 長崎市内から長崎空港への高速バスの利用者数は年々増加しており、特に長崎道ルート
の利用が多く、平成２２年度と比較して約１４万人増加。（約１．３倍）

○ 長崎空港への高速バスは、航空機の出発時刻に合わせて運行されているため、４車線化
による定時性の更なる向上・道路の機能強化が期待されるによる定時性の更なる向上・道路の機能強化が期待される。

輸送人員（長崎道経由） 輸送人員（長崎BP経由）（万人/年）

■ JR長崎駅～長崎空港間利用状況◇ ＪＲ長崎駅⇔長崎空港
（長崎リムジンバス、長崎空港線エアポートライナー）

60

80

100

19 21
22

25
28

約1 3倍

長崎空港

大村市

20

40

60

57 60 65 67 71

約1.3倍
長崎BPルート

（74便）
所要時間：64分

（住吉経由の場合）
運賃：800円

諫早市

0
H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度

資料：バス会社提供資料

長与町時津町

長崎自動車道の暫定２車線区間における片側交互規制や通
行止めによる影響は、運行の遅れへと繋がります。航空機はダイヤ
が決まっており、より定時性が重要となることから、長崎自動車道
の４車線化に伴う定時性の確保などに大きく期待します。

また 残りの長崎IC～長崎芒塚ICの４車線になれば

長崎道ルート
（90便）

所要時間：43分
運賃：900円

ＪＲ長崎駅

長崎市

10

バス会社

また、残りの長崎IC～長崎芒塚ICの４車線になれば、
更なる定時性の確保が図られると考えています。

バス会社

運賃：900円

出典：長崎リムジンバス 時刻表より



○長崎市 誘致企業数は 長崎市南部 道路ネ ト クが概成した ともあり 平成22年

３－⑥ 地域産業の活性化

○長崎市の誘致企業数は、長崎市南部の道路ネットワークが概成したこともあり、平成22年
度と比較して約１．６倍に増加している。

○今後も新たな企業用地の整備が予定されていることから、４車線化による定時性の更なる
向上・道路の機能強化が期待される向上・道路の機能強化が期待される。

■長崎市内の工業団地（位置図）

30
企業用地分譲予定

■長崎市における企業誘致実績

15

20

25

数
（
社
）

23

28

小江工業団地

（田中町）

5

10

15

誘
致
企
業
数

誘致企業数
Ｈ２２→Ｈ２６：１．６倍

17 17 17
長崎南環状線

平成17年供用

平成20年供用

◇田中町 分譲予定地
（長崎県ヒアリング）

0
H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度

神ノ島工業団地

長崎テクノヒル茂木
（分譲済み）

平成15年供用

平成23年供用
長崎南環状線

長崎南北幹線道路

事業主体 ： 長崎市

住 所 ： 長崎市田中町
⇒ 長崎芒塚ＩＣから「３ｋｍ」

◇田中町 分譲予定地
広域的な移動の多くを高規格道路へ依存している本県にとっ

て、物流機能の向上等のためにも、暫定2車線区間の早急な
4車線化が必要です。

11

分譲可能面積 ： 約３．８ヘクタール
（長崎市単独保有の企業立地用地としては最大規模）

分譲予定 ： 平成３２年度

「【要望書】長崎県・長崎市 九州横断自動車道（長崎IC～
長崎多良見IC）4車線化の早期整備について」より



３－⑦ 地域観光の活性化

○ 長崎市 は 平成 年に「新世界 大夜景 に認定された ともあり観光客数は増加傾向にある ま○ 長崎市では、平成２４年に「新世界三大夜景」に認定されたこともあり観光客数は増加傾向にある。ま
た、平成２７年には、軍艦島などを始めとする「明治日本の産業革命遺産」が世界遺産に登録されたこ
ともあり、今後も観光客数の増加が見込まれる。

○ 長崎道は、これら観光地を訪れる主要なアクセス道路であり、４車線化による定時性の更なる向上・道

■ 長崎市内の年間観光客の推移

○ 長崎道 、 れ 観光地を訪れる 要なアク 道路 あり、 車線化 る定時性 更なる向 道
路の機能強化が期待される。

■長崎市の主な観光地（位置図） 650
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３－⑧ ネットワークの強化

バ び○ 長崎道は、長崎市内の救急医療活動や高速バスの利便性向上及び地域観光の活性化などを支援する上で
重要な道路となっている。

○ 現在、長崎ＩＣ～長崎多良見ＩＣのみが暫定２車線であり、早期の４車線化による更なる信頼性の向上･
道路の機能強化が期待されている。

４車線

長崎多良見ＩＣ

長
崎
自
動
車

４車線

事業中

長崎芒塚ＩＣ

車
道

２車線

事業中
(L=8.3km)

未事業化
(L=3.0km)

長崎ＩＣ

６車線

広域的な移動の多くを高規格道路へ依存している本県にとって、残された長崎ＩＣ～長崎芒
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至）

長崎市街

塚ＩＣ間３．０ｋｍは、安全性や高速性の確保に大きな課題を残した状況となっています。
事業中区間の早期の４車線化完成と、残された長崎ICから長崎芒塚IC間の早期４

車線化事業着手を強く要望いたします。

「【要望書】長崎県・長崎市 九州横断自動車道（長崎IC～長崎多良見IC）4車線化の早期整備について」より

な 国

至）

野母崎
のもざき



４．費用便益分析の結果

走行時間短縮便益 2 017億円 163億円

種別 項目 事業全体 残事業

便益（B）

（現在価値：H27）

走行時間短縮便益 2,017億円 163億円

走行経費減少便益 202億円 7億円

交通事故減少便益 64億円 6億円

計 2,282億円 177億円

費用（C）
事業費 951億円 94億円

費用（C）

（現在価値：H27）
維持管理費 95億円 11億円

計 1,046億円 105億円

Ｂ/Ｃ 2.2 1.7

費用便益分析マニ アル（Ｈ２０ １１ 国土交通省道路局 都市 地域整備局）に基づき算定費用便益分析マニュアル（Ｈ２０．１１ 国土交通省道路局 都市・地域整備局）に基づき算定

注１）費用及び便益額は整数止めとする。

注２）費用及び便益の合計額は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

注３）Ｂ／Ｃの算定に用いる事業費は、現在価値に換算した事業費であり、事業概要に記載している事業費とは異なる。
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注４）平成22年8月に国土交通省より公表された「将来交通需要推計の改善について」にて検討することとなっていた推計手法の改善
（第二段階）を反映した将来ＯＤ表に基づきＢ/Ｃを算出

注５）費用（Ｃ）の残事業については、「公共事業評価の費用便益分析に関する技術指針(共通編)（H21.6 国土交通省）」に基づき
２車線構造継続の際に生じる安全対策費を控除している。



５．関係する都道府県の意見

■長崎県知事からの意見（平成２７年１１月２４日付け）

長崎芒塚～長崎多良見間については、産業や観光の活性化を図るネット

ワークの充実の観点と、リダンダンシーの機能強化や救急医療支援等の安全

安心の観点から 早期整備が必要となっています安心の観点から、早期整備が必要となっています。

このため、今回意見照会がありました「対応方針（原案）」のとおり、事業継

続をお願い致します続をお願い致します。

なお、未事業化区間である、長崎～長崎芒塚間については、そのほとんどを

トンネルで占められ 特に安全性に課題があることから 早期の４車線化事業トンネルで占められ、特に安全性に課題があることから、早期の４車線化事業

に着手して頂きますよう併せてお願いいたします。
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６．対応方針（原案）
■視点の整理

○ 事業の必要性等に関する視点

費用便益比（Ｂ／Ｃ）は、事業全体で２．２、残事業で１．７である。

■視点の整理

対象区間の４車線化により、

・ 突発的な通行止めの減少

・ リダンダンシー機能の強化、救急医療活動の支援

・ 高速バスの利便性向上、観光地の活性化
など、費用便益比に反映されない効果の発現も期待されることから、当該区間の
必要性は高い。

○ 事業進捗の見込みの視点
・ ４車線のうち、２車線については供用中。
・ 残る２車線について本線工事に着手しており、引き続き事業を進めていく。残る２車線について本線工事に着手しており、引き続き事業を進めていく。

○ コスト削減や代替案立案等の可能性の視点
・ 事業の進捗に合わせ、設計並びに施工計画等の精度を上げていくとともに、新技
術・新工法の採用や現地の状況変化も確認しながら コスト削減を図っていく術・新工法の採用や現地の状況変化も確認しながら、コスト削減を図っていく。

■対応方針（原案）

【事業継続】

16

【事業継続】

・ 関係機関の協力を得ながら、定時性や信頼性の向上など道路機能を早期に強化すべ
く、事業の進捗を図っていく。



７．補足説明資料

近年 労務費等が高騰していることから 現在事業許可を頂近年、労務費等が高騰していることから、現在事業許可を頂

いている事業費について増額する必要が生じています。

事業費を増額した場合の費用便益分析の結果は、次頁のと

おりです。おりです。
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７－① 事業費増に伴う費用便益分析の結果

種別 項目 事業全体 残事業

便益（B）

走行時間短縮便益 2,017億円 163億円

走行経費減少便益 202億円 7億円

種別 項目 事業全体 残事業

便 （ ）

（現在価値：H27） 交通事故減少便益 64億円 6億円

計 2,282億円 177億円

費用（C）

（現在価値：H27）

事業費
951億円

（ 976億円 ）
94億円

（ 119億円 ）

維持管理費 95億円 11億円
（現在価値：H27）

計
1,046億円

（ 1,071億円 ）
105億円

（ 130億円 ）

Ｂ/Ｃ
2.2

（ 2.1 ）
1.7

（ 1.4 ）

費用便益分析マニュアル（Ｈ２０．１１ 国土交通省道路局 都市・地域整備局）に基づき算定

注１）費用及び便益額は整数止めとする。

注２）費用及び便益の合計額は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

注３）Ｂ／Ｃの算定に用いる事業費は、現在価値に換算した事業費であり、事業概要に記載している事業費とは異なる。

注４）平成22年8月に国土交通省より公表された「将来交通需要推計の改善について」にて検討することとなっていた推計手法の改善
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注４）平成22年8月に国土交通省より公表された 将来交通需要推計の改善について」にて検討することとなっていた推計手法の改善
（第二段階）を反映した将来ＯＤ表に基づきＢ/Ｃを算出

注５）費用（Ｃ）の残事業については、「公共事業評価の費用便益分析に関する技術指針(共通編)（H21.6 国土交通省）」に基づき
２車線構造継続の際に生じる安全対策費を控除している。

注６）（ ）は、労務費等高騰による事業費の増加を考慮した費用便益分析結果を示している。


